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表 1 ― 3　就労知的障害者の給料（在宅）














































































































































































表 2 ― 2　障害の程度について





















































































































表 2 ― 3　従業員のプロフィール（住み込み） 2007年 8月 20日現在
氏名 年齢 障害程度 担当 給与
現在の
生産性 在職年数（採用年） 備　考
Aさん 41歳 B 搾乳・配達 120,000円 90％ 22年目（昭和 60年）
Bさん 41歳 A 酪農・製酪 95,000円 20％ 22年目（昭和 60年）
Cさん 38歳 A 酪農・製酪 95,000円 40％ 20年目（昭和 63年）
Dさん 35歳 A 酪農・製酪 95,000円 20％ 17年目 （平成 3年）
Eさん 58歳 B 酪農・配達・製酪 110,000円 80％ 12年目 （平成 8年）
Fさん 28歳 B 製酪・配達 95,000円 30％ 10年目（平成 10年）
Gさん 40歳 B 酪農・製酪・配達 95,000円 50％  7年目（平成 13年）
Hさん 25歳 B 酪農・配達 95,000円 30％  6年目（平成 14年）
Iさん 19歳 B 牛乳詰め 65,000円 ？  1年目（平成 19年）元・職場適応訓練生
Jさん 20歳 B 牛乳詰め・配達 65,000円 ？  1年目（平成 19年）元・職場適応訓練生
表 2 ― 4　従業員のプロフィール（通所）
氏名 年齢 障害程度 担当 給与
現在の
生産性 在職年数（採用年） 備　考
Kさん 35歳 B 酪農 30,000円 10％ 11年目 （平成 9年）
Lさん 25歳 B 製酪・アイスクリーム製造 30,000円 30％  4年目（平成 16年）
Mさん 21歳 B ＊ ＊ ＊ ＊ 職場適応訓練生
Nさん 18歳 B ＊ ＊ ＊ ＊ 職場適応訓練生











写真 3 ― 2　「植村牧場」牛乳処理部門







































































































写真 4 ― 1　従業員の食事（昼食）
































































































































































































































































写真 6 ― 2　「植村牧場」風景
― 192 ―
名古屋学院大学論集
「植村牧場」で牛のエサや人間の食料になって
いる。
　また，「植村牧場」には，樹齢400年のエノ
キがある。高さが2メートルほどのものであ
る。エノキは国や県の保護指定は受けていない
が，版画家が作品に取り上げたほど枝振りが良
いもので，このエノキを「植村牧場」では大切
にしている。そして，「植村牧場」には，ポニー
もいるし，花壇等もある。それらを大切にして
いる。黒瀬氏はこのことについて次のような発
言をしている8）。
「小さいながらもキラッと光るものがある牧場
でいたい。みんなの安らげるような牧場作り
をめざしているんです。だから，もっと花も
いっぱい植えたい。私の大好きなポニーもいる
し……お乳は出るのか？　商売の元になるの
か？　って聞かはる人もいるけど，お金じゃな
いんですよ。（略）」
　「植村牧場」の行っている事業というものは，
「企業体」という枠だけにとどまるものではな
く，「環境」にも優しく，さらに，「地域」の人々
にも優しい関係を築くことのできる性格を持っ
ているものであることが分かる。
おわりに
　「植村牧場」という事業体は，福祉事業体と
しての姿と，企業体としての姿の両方の顔を
持っている事業体である。そこでは，（1）従業
員の適正配置，サポート体制が充実しているこ
8）　「奈良で，みんなで，一つこと」，『いちぼる
と』No. 44，関西電力奈良支店，12ページ，
1998年。
と，（2）従業員に対する福利厚生が整備されて
いること，（3）伝統を守りつつ積極的な事業展
開を行っていること，（4）国，市町村の公的助
成金制度を十分に活用していること，が分かっ
た。
　また，「植村牧場」の福祉事業体としての活
動と企業体としての活動の双方を結びつけてい
るキーワードとして「環境」と「地域」をあげ
ることができた。「植村牧場」では，その多く
の作業を手作業で行い，昔ながらの牛乳製造販
売業を行っている。牧場見学についても，いつ
でも許可をしていること等，「植村牧場」は，
安全・安心をモットーとした「環境」に優しい
ビジネスを行っていることが分かる。
　さらに，「植村牧場」では，牛舎の仕事の時
に出る牛糞にオガクズをまぶし，堆肥用のテン
トで乾燥させ，有機肥料にして無料で近隣の農
家に配っている。このように，「植村牧場」の
事業というものは，「環境」に優しいだけでな
く，「地域」の人々にも優しい事業運営をして
いる。
　「植村牧場」の課題としては，従業員達の高
齢化という問題がある。黒瀬氏のインタビュー
の中で次のような話を聞くことができた。
「勤務年数が15年を超えた子達（従業員達）
は，ちょっと衰えも見え始めている。仕事に
対しての衰えやね。今までできていたことが，
ペースが遅くなったり，ちょっと分からなく
なったり，そういうのはありますよね。」
　知的障害者の加齢に関しては，60歳前後か
らのケアカンファレンスとプログラムが必要と
されている。そして，一部のやや早期に機能低
下をみせる人々については，40歳前後からの
アプローチが行われなくてはならないとされて
奈良県「植村牧場」における知的障害者雇用の取り組み
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いる9）。
　「植村牧場」の場合でいうならば，知的障害
者の従業員15名のうち，40代が4人いる（50
代が1人）こともあり，高齢化の問題について
は何らかの手を打つことが必要である。また，
現在の仕事が酪農業を中心とするものであり，
仕事中における安全管理の面からも高齢化の問
題に取り組む必要がある。
　それでは，具体的にどのような支援が必用に
なるのかというと，以下の内容についての強化
及び何らかの見直しが重要になるであろう。
（1）仕事内容（加齢に伴い重労働から軽労働へ
の移行）
（2）食生活（骨粗鬆症，口腔疾患，高血圧等に
留意した食事）
（3）余暇活動（老化予防，健康維持等を目的と
するメニュー）
（4）健康管理（肉体的・精神的健康管理の強
化・増進）
　さらに，将来的には介護問題も視野に収めな
くてはならない。高齢知的障害者の問題は，福
9）　今村理一，「第1章　加齢と知的障害者」，『知
的障害者の援助・介護マニュアル』，監修・今
村理一，2―6ページ，財団法人日本知的障害者
福祉協会，2007年。
祉事業と収益事業の両方の機能を持つ「植村牧
場」にとって大きな問題になってくることが予
想される。このことは，単に「植村牧場」だけ
の問題ではなくて，知的障害者を従業員として
雇用している多くの事業体が抱える問題である
ともいえる。
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